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は
じ
め
に

平
成
30
年
度
全
国
保
健
所
長
会
研

修
会
は
、
平
成
31
年
1
月
28
日
、
29
日

に
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
保

健
所
の
形
と
機
能
」、
サ
ブ
テ
ー
マ
は

「
公
衆
衛
生
医
師
確
保
」「
西
日
本
豪
雨

と
D
H
E
A
T
活
動
」「
保
健
所
の
設

置
形
態
と
機
能
」の
3
つ
で
し
た
。
講

演
の
抄
録
お
よ
び
資
料
は
、
全
国
保
健

所
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.phcd.jp/02/kensyu/

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

公
衆
衛
生
医
師
確
保

1
日
目
は
、
宮
崎
親
副
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
和
歌
山
県
湯
浅
保
健
所
の

松
本
政
信
所
長
を
座
長
に
、
①
公
衆
衛

生
若
手
医
師
・
医
学
生
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー（
P
H
S
S
）に
つ
い
て
（
宮
崎
市

保
健
所　

西
田
敏
秀
所
長
）　

②
公
衆

結
果
を
基
に
、
公
衆
衛
生
医
師
の
確

保
・
育
成
と
そ
の
問
題
点
を
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
医
学
系
専
門
医
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
各
自
治
体
等
に
で
き
、
専

攻
医
等
、
公
衆
衛
生
医
師
を
目
指
す
者

に
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
全
体
像
が
見

え
て
き
た
と
の
報
告
も
あ
り
、「
今
後

に
期
待
が
持
て
る
」と
話
さ
れ
ま
し

た
。近

藤
所
長
は
、
長
崎
県
の
離
島
の
保

健
所
長
に
な
る
ま
で
の
経
歴
や
長
崎

大
学
の
依
頼
を
受
け
て
行
っ
た
地
域

枠
医
学
生
等
へ
の
実
習
の
取
り
組
み

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
討
論
で
は
、
名
古
屋
市
保
健
所

長
よ
り
、
公
衆
衛
生
医
師
定
着
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
入
職
1
年
目
は

公
衆
衛
生
医
師
を
名
古
屋
市
中
保
健

セ
ン
タ
ー
に
集
め
る
こ
と
、
仕
事
内
容

も
公
衆
衛
生
医
師
の
仕
事
の
み
と
し

て
、「
公
務
員
と
し
て
の
雑
用
は
な
し
」

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
の
後
、
福
岡
県
北
筑
後
保
健
所

の
宮
崎
親
所
長
を
座
長
に
、
社
会
医
学

系
専
門
医
協
会
指
導
医
講
習
会
「
行
政

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
大
学
等
と
の

連
携
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
福
岡
県
社
会
医
学

系
専
門
医
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
と
担
当
指
導

医
の
立
場
か
ら
福
岡
県
田
川
保
健
所

の
中
村
泰
久
所
長
、
専
攻
医
の
立
場
か

ら
同
保
健
所
健
康
増
進
課
精
神
保
健

係
の
木
村
竜
太
先
生
、
ま
た
、
大
学
と

連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
専

攻
医
の
育
成
に
つ
い
て
、
福
島
県
県
北

保
健
所
の
加
藤
清
司
所
長
か
ら
「
福
島

県
社
会
医
学
系
専
門
医
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
」に
つ
い
て
、
講
演
と
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

西
日
本
豪
雨
と
D
H
E
A
T
活
動

2
日
目
の
午
前
は
、
宮
崎
県
延
岡
保

健
所
の
瀧
口
俊
一
所
長
を
座
長
に
、

①
平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
お
け
る
倉

敷
市
真
備
町
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

（
岡
山
県
備
中
保
健
所　

毛
利
好
孝
所

長
）　

②
西
日
本
豪
雨
災
害
と
D
H
E

A
T
活
動
～
リ
ー
ダ
ー（
保
健
所
長
）

の
役
割
に
つ
い
て
～（
長
崎
県
県
南
保

健
所　

宗
陽
子
所
長
）　

③
西
日
本
豪

雨
災
害
と
D
H
E
A
T
活
動
～
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
担
当
の
役
割
に
つ
い
て

～（
長
崎
県
県
央
保
健
所　

松
本
恵
理

衛
生
医
師
確
保　

全
国
衛
生
行
政
研

究
会
の
調
査
結
果
よ
り
（
滋
賀
県
甲
賀

保
健
所　

嶋
村
清
志
所
長
）　

③
地
域

枠
医
学
生
等
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
～
長
崎
県
立
保
健
所
に
お
け

る
学
生
実
習
の
紹
介
～（
長
崎
県
五
島

保
健
所　

近
藤
徹
所
長
）の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

西
田
所
長
は
、
P
H
S
S
は
平
成

24
年
か
ら
「
公
衆
衛
生
に
係
る
人
材
の

確
保
・
育
成
に
関
す
る
研
究
班
」の
実

践
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、
公
衆
衛
生

分
野
に
関
心
が
あ
る
医
師
、
医
学
生
の

ほ
か
、
入
職
後
5
年
以
内
の
医
師
も
対

象
と
し
、
例
年
約
30
～
40
名
の
参
加
が

あ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。「
公

衆
衛
生
医
師
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
な
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

嶋
村
所
長
は
、
過
去
に
実
施
し
た
医

師
確
保
に
つ
い
て
の
調
査
お
よ
び
公

衆
衛
生
医
師
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

子
次
長
）の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毛
利
所
長
は
、
倉
敷
市
真
備
町
の
被

災
状
況
、
保
健
医
療
活
動
の
調
整
に
つ

い
て
、
特
にK

uraD
RO

（
倉
敷
地
域

災
害
保
健
復
興
連
絡
会
議
）お
よ
び
県

南
西
部
災
害
保
健
医
療
活
動
調
整
本

部
の
開
設
か
ら
解
散
ま
で
の
経
過
や

D
H
E
A
T
、
D
M
A
T
や
保
健
師

チ
ー
ム
な
ど
の
活
動
状
況
、
さ
ら
に

D
M
A
T
活
動
の
問
題
点
の
提
起
、

今
後
の
D
H
E
A
T
へ
の
期
待
を
示

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
提
言
と
し

て
、「
発
災
後
72
時
間
経
過
後
は
、
本
部

事
務
局
の
運
営
は
地
元
の
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
D
H
E
A
T

が
担
い
、
医
療
チ
ー
ム
と
保
健
師
チ
ー

ム
を
統
一
し
た
方
針
の
下
に
運
営
す

る
必
要
が
あ
る
」「
被
災
者
に
関
す
る

情
報
収
集
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
保
健

師
チ
ー
ム
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
べ

き
」「
支
援
チ
ー
ム
は
多
い
ほ
ど
良
い

わ
け
で
は
な
い
」
等
が
示
さ
れ
ま
し

た
。宗

所
長
は
、
30
年
7
月
9
日
に
厚
生

労
働
省
か
ら
D
H
E
A
T
派
遣
の
可

否
に
つ
い
て
全
国
へ
照
会
が
あ
り
、
長

崎
県
に
お
い
て
、
医
師
、
保
健
師
、
栄

養
士
、
薬
剤
師
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
担

当
の
計
5
名
か
ら
な
る
3
班
の
派
遣

チ
ー
ム
が
、
わ
が
国
初
の
D
H
E
A
T

派
遣
に
至
っ
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

関
の
再
生
に
つ
な
が
る
」と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
座
長
が
、「
今
回

は
初
め
て
の
D
H
E
A
T
派
遣
で
あ

っ
た
。
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
的

に
は
上
手
く
い
き
、
今
後
に
つ
な
が
る

と
思
う
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

保
健
所
の
設
置
形
態
と
機
能

2
日
目
の
午
後
は
、
神
奈
川
県
厚
木

保
健
所
の
長
岡
正
所
長
を
座
長
に
、
①

町
域
保
健
所
業
務
を
受
託
し
た
市
保

健
所
の
運
営
に
つ
い
て
（
鳥
取
市
保
健

所　

長
井
大
所
長
）　

②
県
・
市
共
同

設
置
保
健
所
の
運
営
に
つ
い
て
（
松
江

保
健
所　

村
下
伯
所
長
）　

③
管
内
人

口
の
少
な
い
特
別
区
保
健
所
の
運
営

に
つ
い
て
（
千
代
田
区
千
代
田
保
健
所

　

渡
部
裕
之
所
長
）の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

長
井
所
長
は
、
鳥
取
市
の
保
健
、
医

療
、
福
祉
等
の
組
織
体
制
や
中
核
市
移

行
に
よ
る
県
と
市
と
の
連
携
協
約
に

つ
い
て
、
ま
た
中
核
市
保
健
所
に
移
管

後
の
東
部
４
町
と
の
具
体
的
な
関
わ

り
や
二
次
医
療
圏
の
中
で
果
た
す
べ

き
保
健
所
機
能
の
展
望
と
課
題
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

村
下
所
長
は
、
共
同
設
置
保
健
所
の

概
要
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る

と
と
も
に
、「
一
人
の
所
長
の
下
、
保

健
所
職
員
は
中
核
市
保
健
所
業
務
と

都
道
府
県
保
健
所
業
務
の
両
方
を
行

災
害
時
保
健
医
療
ニ
ー
ズ
、
活
動
の
経

時
的
変
化
と
D
H
E
A
T
の
フ
ェ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
指
揮
調
整
へ
の
支
援
、

さ
ら
に
、K

uraD
RO

の
組
織
体
制
の

問
題
点
や
D
M
A
T
ロ
ジ
班
と
の
関

係
性
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
次
長
は
、
長
崎
県
D
H
E
A
T

チ
ー
ム
の
派
遣
ま
で
の
対
応
を
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
担
当
の
立
場
か
ら
お
話

し
さ
れ
、
長
崎
県
の
D
H
E
A
T
人

材
育
成
の
取
り
組
み
も
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

総
合
討
論
で
は
①
発
災
後
D
H
E

A
T
が
入
る
時
期　

②
D
M
A
T
と

の
調
整
・
関
係　

③
地
域
医
療
の
確

保
、
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
①

に
つ
い
て
は
、「
現
実
的
に
県
外
D
H

E
A
T
の
72
時
間
以
内
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
難
し
い
」「
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
の
経
験
か
ら
D
H
E
A
T
第
一
班

は
都
道
府
県
内
支
援
が
よ
い
」と
の
意

見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、「
組
織
上

K
uraD

R
O

の
上
に
保
健
所
が
2
つ

あ
っ
た
の
で
D
M
A
T
と
の
指
揮
命

令
系
統
に
混
乱
が
生
じ
た
」「
D
M
A

T
ロ
ジ
班
は
機
動
力
が
あ
る
の
で
し

ば
ら
く
の
間
は
、
そ
の
力
を
活
用
す
る

の
も
有
効
」と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

地
域
医
療
に
関
し
て
は
、「
D
M
A
T

活
動
は
短
期
に
と
ど
め
、
早
め
に
引
き

上
げ
て
も
ら
っ
た
方
が
地
元
医
療
機

う
こ
と
に
な
る
が
、
県
と
市
の
仕
事
の

仕
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
あ
る

の
で
、
お
互
い
に
理
解
し
、
乗
り
越
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

渡
部
所
長
は
、
千
代
田
区
保
健
所
の

沿
革
と
特
殊
性
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

特
徴
的
な
業
務
と
し
て
「
民
泊
指
導

課
」が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
東
京

都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
基
づ
く
特

別
区
（
保
健
所
）の
役
割
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
東
京
2
0
2
0
年
オ

リ
パ
ラ
に
向
け
た
健
康
危
機
管
理
体

制
の
整
備
等
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
討
論
で
は
今
後
中
核
市
へ
移

行
予
定
の
自
治
体
の
紹
介
や
、
中
核
市

へ
移
行
し
た
際
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

今
年
度
の
研
修
会
は
、
公
衆
衛
生
医

師
不
足
を
実
感
す
る
一
方
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
や
社
会
医
学
系
専
門

医
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
等
で
少

し
ず
つ
改
善
す
る
気
配
も
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
D
H
E
A
T
に
関
し
て
は
、

初
め
て
の
派
遣
の
経
験
が
全
国
の
保

健
所
長
等
の
共
通
認
識
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り

�
�
�
�
�
�
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新
潟
県
南
魚
沼
保
健
所
長
／
全
国
保
健
所
長
会
　
研
修
担
当
理
事
　
中
山 
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